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ルジェリアが独立を遂げた 1962 年までを視野に収め、緊迫した 2 つの対立の展開過程とド=ゴー
ルによる収拾過程を分析している。むすびでは、いかなる主体としてこの戦争に関与したかによ
り、いまなお戦争の認識や評価が鋭く食い違う現状を踏まえ、アルジェリア戦争が本当に「終わ
ったのだろうか」との問題提起がなされる。「史料に基づく客観的分析」（私市正年氏による本書
巻末解説）と「切り口の多彩さと叙述の細やかさ」（訳者あとがき）が本書の特長である。 
 学術的な分業の傾向として、アフリカ研究が主にサハラ以南を対象とし、サハラ以北は中東研
究の対象とされてきた現実がある。これは学術研究における一種の「サハラの壁」とでも言えよ
う。本書のような手に取りやすい良書は、サハラ以南研究者が「サハラを越える」ための格好の
導きとなることであろう。 
佐藤 章（さとう・あきら／アジア経済研究所） 
 
